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2016年5月27日・この日、かつて第二次世界大戦で原爆を落とされた地――広島に、初めて現職のアメリカ大統領バラク・オバマ氏が来訪した。
戦後から71年。戦前から戦後直後と比べると、現代の食糧事情は大幅に様変わりした。栄養事情が向上したことにより、平均寿命が伸びたことは言うまでもないが、平均身長・体重も戦前の日本人と比較すると大きく異なる。

自由に諸外国へと行けるようになった現代では、日本は多用な食文化を取り入れ、大きく発展してきた。ファストフードのように手軽に食べることができるものや、フランス料理、イタリア料理、中華料理など街を見渡せばさまざまな種類の飲食店が立ち並ぶ。

家電製品も大きく発展し、かつては手間のかかっていた料理も今や手軽に短時間でできるようになったことは、戦前から見れば喜ばしいことだろう。

一方で、大量生産・大量消費がもたらしたことは良いことばかりではない。余った食材は廃棄しなければならない。衛生面における消費者の目は年々厳しくなる一方だ。食に対する意識の変化は、戦前・戦後とは大きく異なる。普段何気なく食べ、何気なく捨てている食べ物にもほんの少しでもいいので目を向け、考えてみる時間も必要だろう。


